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２
０
１
５
年
11
月
20
日
、
11
月
理
事

会
が
開
催
さ
れ
た
。

１
．
委
員
会
活
動
報
告

◇
出
版
事
業
委
員
会　

飯
田
委
員
長

・
本
日
1
月
号
の
最
終
の
校
正
作
業
を

終
了
し
た
。
表
紙
は
堤
真
一
さ
ん
。
ザ・

パ
ー
ソ
ン
は
田
中
晃
さ
ん
。
特
集
は

「
セ
ミ
ナ
ー
抄
録　

ラ
ジ
オ
の
可
能
性

を
真
剣
に
考
え
る
」
と
「
第
53
回
ギ
ャ

ラ
ク
シ
ー
賞
上
期
発
表
」。
今
回
テ
レ

ビ
部
門
の
応
募
本
数
が
多
か
っ
た
た
め
、

連
載
を
５
本
休
載
し
た
。
ま
た
、
ギ
ャ

ラ
ク
シ
ー
賞
の
審
査
の
仕
組
み
と
委
員

の
選
奨
委
員
の
リ
ス
ト
は
割
愛
し
た
。

・
２
月
号
の
特
集
は
「
テ
レ
ビ
の
ネ
ッ

ト
連
動
20
年
」。
表
紙
は
有
村
架
純
さ

ん
。
ザ
・
パ
ー
ソ
ン
は
岩
渕
健
輔
さ
ん
。

３
月
号
の
特
集
は「
Ｂ
Ｐ
Ｏ
」の
予
定
。

・
１
月
号
か
ら
「
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｃ
」
電
子

版
の
配
信
を
は
じ
め
る
が
、
本
体
価
格

を
５
０
０
円
と
し
た
い
。
→
承
認
。

角
川
か
ら
提
示
さ
れ
た
契
約
書
に
つ
い

て
小
林
理
事
と
山
田
理
事
よ
り
、
検
討

す
べ
き
点
に
つ
い
て
指
摘
が
あ
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
角
川
と
さ
ら
に
交
渉
を

詰
め
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

◇
選
奨
事
業
委
員
会　

藤
久
委
員
長

〈
テ
レ
ビ
部
門
〉

・
11
月
３
日
に
第
53
回
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー

賞
上
期
の
選
考
を
行
っ
て
、
７
本
の
入

賞
作
品
を
決
定
し
た
。
今
回
は
応
募
作

品
か
ら
３
本
の
入
賞
と
な
っ
た
。（
そ

の
後
、
選
考
過
程
の
説
明
が
あ
っ
た
。

詳
細
は
「
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｃ
」
誌
１
月
号
に

掲
載
。
入
賞
作
品
名
も
同
様
な
の
で
省

略
。
他
委
員
会
も
同
様
）

・
11
月
３
日
に
10
月
度
の
月
評
会
を
開

催
し
て
、「
夜
の
巷
を
徘
徊
す
る　

３

時
間
特
集
」（
テ
レ
ビ
朝
日
）「
Ｎ
Ｎ
Ｎ

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
15　

シ
リ
ー
ズ
戦
後
70

年　

南
京
事
件　

兵
士
た
ち
の
遺
言
」

（
日
本
テ
レ
ビ
）「
有
吉
弘
行
の
ド
ッ
喜

利
王
」（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
）「
連
続
ド
ラ

マ
Ｗ　

し
ん
が
り
～
山
一
證
券　

最
後

の
聖
戦
～
」（
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
）
の
４
本

を
選
ん
だ
。

〈
ラ
ジ
オ
部
門
〉  

橋
本
委
員
長

・
10
月
28
日
、
29
日
選
考
を
行
い
８
作

品
を
入
賞
候
補
作
品
と
し
て
選
ん
だ
。

上
期
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
戦
後
70
年

に
関
連
し
た
作
品
が
７
本
に
な
っ
た
。

・
11
月
24
日
に
定
例
会
を
開
催
予
定
。

〈
Ｃ
Ｍ
部
門
〉  

稗
田
委
員
長

・
10
月
26
日
に
選
考
を
行
い
、
12
作
品

を
入
賞
候
補
作
品
と
し
て
選
ん
だ
。
主

な
内
訳
は
30
秒
Ｃ
Ｍ
は
42
作
品
中
２
作

品
残
り
、
シ
リ
ー
ズ
作
品
は
44
本
の
中

か
ら
２
作
品
。
地
方
Ｃ
Ｍ
は
30
本
だ
っ

た
が
、
３
作
品
残
っ
た
。

・
11
月
17
日
に
定
例
会
を
開
催
し
て
、

資
生
堂
の
Ｗ
ｅ
ｂ
限
定
Ｃ
Ｍ
、
北
海
道

新
幹
線
、
主
婦
と
生
活
社
の
「
Ｃ
Ｈ
Ａ

Ｎ
Ｔ
Ｏ
」
な
ど
の
27
本
の
気
に
な
る
Ｃ

Ｍ
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

〈
報
道
活
動
部
門
〉  

鈴
木
委
員
長

・
10
月
24
日
に
選
考
を
行
い
、
４
本
の

入
賞
候
補
作
品
を
選
ん
だ
。
参
加
本
数

11
本
の
う
ち
、
６
本
が
戦
後
70
年
関
連

4
ペ
ー
ジ
に
続
く
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ー
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選
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11
月
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会
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︱
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の
も
の
だ
っ
た
。

・
11
月
７
日
に
専
修
大
学
神
田
校
舎
で

「
報
道
活
動
を
見
て
、
制
作
者
と
語
る
会
」

を
開
催
し
た
が
、
参
加
者
は
約
40
名
だ
っ

た
。
レ
ポ
ー
ト
を
１
月
号
に
掲
載
す
る
。

◇
企
画
事
業
委
員
会　

川
喜
田
委
員
長

・
10
月
26
日
に
会
議
を
開
催
し
た
。
次
回

の
セ
ミ
ナ
ー
は
２
月
19
日
明
治
記
念
館
で
、

「
元
気
な
テ
レ
ビ
局
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

す
る
予
定
。

◇
マ
イ
ベ
ス
ト
Ｔ
Ｖ
賞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

滝
野
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

・
Ｇ
メ
ン
バ
ー
サ
イ
ト
の
構
築
作
業
中
。

12
月
中
に
は
形
に
し
た
い
。
来
週
開
催
予

定
の
会
議
で
会
員
の
募
集
方
法
を
話
し
合

う
予
定
。

２
．
そ
の
他

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
件

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
用
の
特
定
個
人
情
報
の
適
正

な
取
扱
い
に
関
す
る
基
本
方
針
に
従
い
、

準
備
を
怠
り
な
く
や
っ
て
い
く
。

②
日
本
映
像
事
業
協
会
「
ヤ
ン
グ
映
像
ク

リ
エ
ー
タ
ー
を
励
ま
す
賞
」後
援
の
件

藤
田
専
務
理
事
よ
り
内
容
説
明
→
了
承
。

③
日
韓
中
テ
レ
ビ
制
作
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
報

告今
回
参
加
し
た
飯
田
常
務
理
事
、
鈴
木
理

事
、
藤
久
理
事
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

次
回
以
降
の
理
事
会　

12
月
17
日（
木
）

１
月
25
日（
月
）

【
出
席
】
音
好
宏
、
橋
本
隆
、
藤
田
真
文
、

川
喜
田
尚
、
飯
田
み
か
、
藤
久
ミ
ネ
、
稗

田
政
憲
、
鈴
木
嘉
一
、
滝
野
俊
一
、
小
田

桐
誠
、
茅
原
良
平
、
小
林
毅
、
坂
本
衛
、

桜
井
聖
子
、
嶋
田
親
一
、
山
田
健
太
、
中

島
好
登

放 送 批 評 懇 談 会ホームページには「 正 会員 」の 情 報が 掲 載されています。

掲 載 中 の 情 報 の 変 更をご 希 望 の 場 合は、

事 務 局までメール 、 F A X 、 電 話でご 連 絡ください。

メール 　 k o n d a n k a i @ h o u k o n . j p
 F A X 　 0 3 - 5 3 7 9 - 5 5 1 0
 T E L 　  0 3 - 5 3 7 9 - 5 5 2 1

よろしくお願いいたします。

お 知 ら せ

会
議
記
録

［
11
月
］ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3
日 

（
選
奨
）テ
レ
ビ
月
評
会

12
日 

出
版
編
集
委
員
会

17
日 

（
選
奨
）Ｃ
Ｍ
定
例
部
会

20
日 

理
事
会

24
日 

（
選
奨
）ラ
ジ
オ
定
例
部
会

マ
イ
ベス
ト
Ｔ
Ｖ
賞
プ
ロ
ジェク
ト
委
員
会
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「町の晩餐」　登壇は李
イ

志
ジ

云
ウン

氏。
原発誘致の賛否で分かれる町に、与野党の議員

２人が訪れた。自らテントを張り、食材を買い、推進・
反対両派の住民代表に夕食を供し、初めての「対話」
を取り持つ。晩餐の仕掛けはKBS。日本人から「公職
選挙法に抵触する場合がある」「酒を酌み交わすのはあ
りえない」などの驚きの声とともに、ジャーナリズムの
一つの手法として大きく評価する意見も上がった。

NHK スペシャル
「見えず聞こえずとも」

丹後半島に暮らす60 代夫婦の静かな生活を追ったド
キュメンタリー。有機農業で自給自足する生真面目な
夫と、盲聾で天真爛漫な妻は、手を握り合う「触手話」
で会話する。なお、夫が1974 年頃、武者小路実篤が
推進した「新しき村」にいた映像が挿入されており、「私
が撮った」と言う河野尚行氏に会場がどよめいた。

「田舎から見た中国」　登壇した
のは有名なカメラ監督の焦波氏。普通の農村で

家を借り、弟子と一緒に鶏を飼い、野菜を作りながら、
1年以上カメラを回した。春夏秋冬の季節のなか、苦
労と折り合っていく貧しい家族の生活を、ナレーション
なしに淡 と々描いたドキュメンタリー。会場からは称賛
の声とともに、「ぜひ10年後、20年後の同じ村を撮っ
てほしい」という要望が寄せられた。

「時事教養」部門の作品
日韓中テレビ制作者フォーラム

2015.10.28wed-31sat
に参加して

飯田みか

テ
ー
マ
は

「ア
ジ
ア
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
」

　
第
15
回
「
日
韓
中
テ
レ
ビ
制
作
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
開
催
地
は
韓
国
第
２
の
都

市
・
釜プ

山サ
ン
、
会
場
と
宿
泊
は
老
舗
の
海ヘ

雲ウ
ン
台デ

グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
で
す
。

　
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
す
る
の
は
３
回
目
で
す
。
過

去
２
回
（
慶
州
・
横
浜
）
で
は
、
歴
史
的
・
政
治
的
事
情

を
背
景
に
し
た
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
や
り
と
り
や
、
小

さ
な
表
現
が
引
き
起
こ
し
た
感
情
的
な
ト
ラ
ブ
ル
を
目
に

し
ま
し
た
。
昨
年
は
日
本
ド
ラ
マ
の
中
の
戦
争
を
め
ぐ
る

セ
リ
フ
が
も
と
で
、
最
終
日
の
記
念
撮
影
に
中
国
勢
が
参

加
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
は
、
記
念
撮
影
が
２
日
目
の

昼
食
前
、
つ
ま
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
ま
っ
て
す
ぐ
と
な
っ

て
い
る
こ
と
に
思
わ
ず
苦
笑
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
よ
う

な
配
慮
は
不
要
な
ほ
ど
、
平
穏
で
前
向
き
な
雰
囲
気
に
終

始
し
ま
し
た
。

　
３
泊
４
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
メ
イ
ン
は
、
番
組
の
鑑

賞
と
質
疑
応
答
で
す
。
各
国
が
そ
れ
ぞ
れ
ド
ラ
マ
・
時
事

教
養
・
芸
能
の
各
部
門
に
、
１
本
ず
つ
番
組
を
出
品
し
ま

す
。
全
９
本
の
番
組
を
全
員
で
見
る
の
で
す
が
、
１
本
ず

つ
の
上
映
後
に
、
そ
の
制
作
者
が
登
壇
し
て
短
く
話
を
し

ま
す
。
そ
の
後
、
参
加
者
が
感
想
を
述
べ
た
り
制
作
者
に

質
問
し
た
り
す
る
の
で
す
。

　
日
本
の
出
品
作
は
、
ド
ラ
マ
部
門
が
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
の

「
お
や
じ
の
背
中
ー
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ・マ
ッ
チ
」（
登
壇
者

＝
八
木
康
夫
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）、
時
事
教
養
部
門
が
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の「
見
え
ず
聞
こ
え
ず
と
も
」（
登
壇
者
＝
伊
集
院
要よ
う

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）、
芸
能
部
門
が
テ
レ
ビ
朝
日
の
「
し
く

写真【上】ホテル眼前に広がる浜辺で　【下】①閉会式で。撮影者でトロフィ授与が見えません（笑）  ②フォーラム「国際共同制作の現状」。実
績ある元 NHK の田村文孝氏（左から２番目）の発言が光りました　③韓定食。右端は八木康夫氏　④「しくじり先生」制作秘話に皆、興味津々

① ② ③ ④

じ
り
先
生
ー
俺
み
た
い
に
な
る
な
（
浅
田
舞
の
回
）」（
登

壇
者
＝
冨と
み
澤ざ
わ

有ゆ
う
人と

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）で
し
た
。
ど
の
番

組
も
好
評
で
し
た
が
、
特
に
「
し
く
じ
り
先
生
」
の
あ
と

で
語
ら
れ
た
、
難
し
い
出
演
交
渉
や
て
い
ね
い
な
制
作
態

勢
な
ど
に
関
心
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
２
日
目
に
司
会
を
務
め
た
イ
・
ド
ン
ギ
ュ
氏
（
Ｓ
Ｂ
Ｓ

芸
能
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）
が
、
テ
ー
マ
へ
の
期
待
を
込
め

て
「
ア
ジ
ア
の
情
緒

0

0

は
共
通
す
る
」
と
語
っ
た
の
が
印
象

的
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
ア
ジ
ア
ン
・

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
可
能
性
」
で
し
た
。
第
14
回
ま
で
の
テ

ー
マ
に
「
家
族
」「
暮
ら
し
」「
歴
史
」「
旅
」
な
ど
、
人
間

を
感
じ
さ
せ
る
言
葉
が
入
っ
て
い
た
の
と
は
趣
が
違
い
ま

す
。
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
と
い
う
言
葉
か
ら
連
想
さ
れ
る
よ
う

に
、
全
体
的
に
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
高
い
関
心
が
う
か
が
わ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、「
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
の
ハ
ブ
都
市
」
を
自

認
す
る
釜
山
市
が
全
面
支
援
し
、
主
催
者
に
Ｂ
Ｃ
Ｍ
（
釜

山
コ
ン
テ
ン
ツ
マ
ー
ケ
ッ
ト
組
織
委
員
会
）
が
名
を
連
ね
、

付
帯
行
事
と
し
て
ピ
ッ
チ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
公
開
企
画

提
案
会
議
）
が
並
行
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
中
国
の
ド
ラ
マ
「
武
神

趙
子
龍
」
が
日
韓
を
強
く
意
識
し
て
作
ら
れ
て
い
た
こ
と

も
示
唆
的
で
し
た
。「
韓
国
で
も
日
本
で
も
フ
ァ
ン
が
多
い

と
聞
い
た
」（
程
力
棟
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）
と
い
う
『
三
国

志
』
の
趙
雲
が
主
人
公
で
、
韓
国
の
俳
優
も
起
用
し
、
豪

華
な
セ
ッ
ト
に
衣
装
、
３
Ｄ
に
ワ
イ
ヤ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
も

盛
り
だ
く
さ
ん
の
、
全
60
話
の
大
作
で
す
（
見
た
の
は
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
な
の
で
ス
ト
ー
リ
ー
は
ま
っ
た
く
わ
か
ら
ず
、

コ
マ
回
り
の
速
さ
に
目
が
回
り
そ
う
で
し
た
が
）。

こ
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
な
ら
見
て
み
た
い
！

　
と
い
う
わ
け
で
、
番
組
の
感
想
を
語
る
と
き
に
「
こ
れ

は
、
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
と
し
て
通
用
す
る
」
と
い
う
言
葉
が
、

特
に
中
国
と
韓
国
の
方
か
ら
よ
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
で
は

私
自
身
が
「
こ
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
な
ら
、
日
本
版
も
ぜ
ひ

見
た
い
！
」
と
思
え
た
番
組
を
２
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

　「
町
の
晩
餐
」（
韓
国
）
は
政
治
討
論
番
組
の
一
種
で
す

が
、
与
野
党
の
議
員
が
地
方
に
出
向
き
、
対
立
す
る
住
民

代
表
２
人
と
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
話
す
趣
向
が
新
鮮

で
し
た
。
日
本
で
も
原
発
や
基
地
で
揺
れ
る
地
域
で
、
こ

れ
ぐ
ら
い
大
胆
な
番
組
を
や
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　「
青
春
Ｆ
Ｃ
ハ
ン
グ
リ
ー
イ
レ
ブ
ン
」（
韓
国
）は
芸
能
部

門
へ
の
出
品
で
し
た
が
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
と
も
い
え
る
シ
リ
ー
ズ
番
組
で
す
。
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

の
英
雄
ア
ン
・
ジ
ョ
ン
フ
ァ
ン
ら
が
、
一
度
は
サ
ッ
カ
ー

を
諦
め
た
若
者
を
集
め
て
チ
ー
ム
を
作
る
の
で
す
が
、
入

団
テ
ス
ト
に
挑
む
若
者
た
ち
の
背
景
と
喜
怒
哀
楽
を
カ
メ

ラ
は
追
い
ま
し
た
。

　
番
組
そ
の
も
の
に
も
感
動
し
た
の
で
す
が
、
も
う
ひ
と

つ
印
象
に
残
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ラ
ス

ト
の
画
面
に
「
青
春
」
と
い
う
文
字
が
出
た
こ
と
で
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
る
と
、
中
国
語
の
タ
イ
ト
ル
に
も
「
青

春
」
が
入
っ
て
い
ま
す
。
文
字
が
ハ
ン
グ
ル
、
簡
体
字
と

別
の
道
を
選
ん
だ
３
か
国
で
、「
青
春
」
と
い
う
言
葉
が
共

通
で
あ
る
こ
と
が
、
や
け
に
嬉
し
く
思
え
ま
し
た
。

　平
穏
無
事
に
終
わ
り
ま
し
た
が
…
…

　
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
た
、
有
意
義
な
４
日
間
で
し
た
。

　
閉
会
式
の
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ガ
イ
ド
さ
ん
が
「
新

世
界
」
に
案
内
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
も

載
っ
て
い
る
と
い
う
世
界
最
大
の
デ
パ
ー
ト
で
す
。
そ
の

隣
に
は
「
映
画
の
殿
堂
」
が
あ
り
ま
し
た
。
国
際
映
画
祭

の
会
場
で
す
が
、
前
衛
芸
術
的
な
巨
大
建
築
に
は
目
を
見

張
り
ま
し
た
。
２
つ
の
建
物
の
「
先
進
性
・
商
業
性
」
は
、

釜
山
と
い
う
都
市
を
象
徴
し
、
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
雰

囲
気
と
も
リ
ン
ク
し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

　
毎
回
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
て
は
、
主
催
者
も
参
加
者
も

疲
弊
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
で
す
が
、
日
韓
中
の
制
作
者

が
率
直
に
意
見
交
換
を
す
る
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
ト

ラ
ブ
ル
を
積
み
重
ね
、
そ
れ
を
次
の
世
代
に
語
り
継
い
で

い
く
こ
と
に
も
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
平

穏
で
前
向
き
な
回
と
、
ト
ラ
ブ
ル
で
ハ
ラ
ハ
ラ
す
る
回
と
、

両
方
あ
っ
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
　
と
い
う
勝
手
な
意

見
を
申
し
上
げ
て
、
ご
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

左が河野氏



「町の晩餐」　登壇は李
イ

志
ジ

云
ウン

氏。
原発誘致の賛否で分かれる町に、与野党の議員

２人が訪れた。自らテントを張り、食材を買い、推進・
反対両派の住民代表に夕食を供し、初めての「対話」
を取り持つ。晩餐の仕掛けはKBS。日本人から「公職
選挙法に抵触する場合がある」「酒を酌み交わすのはあ
りえない」などの驚きの声とともに、ジャーナリズムの
一つの手法として大きく評価する意見も上がった。

NHK スペシャル
「見えず聞こえずとも」

丹後半島に暮らす60 代夫婦の静かな生活を追ったド
キュメンタリー。有機農業で自給自足する生真面目な
夫と、盲聾で天真爛漫な妻は、手を握り合う「触手話」
で会話する。なお、夫が1974 年頃、武者小路実篤が
推進した「新しき村」にいた映像が挿入されており、「私
が撮った」と言う河野尚行氏に会場がどよめいた。

「田舎から見た中国」　登壇した
のは有名なカメラ監督の焦波氏。普通の農村で

家を借り、弟子と一緒に鶏を飼い、野菜を作りながら、
1年以上カメラを回した。春夏秋冬の季節のなか、苦
労と折り合っていく貧しい家族の生活を、ナレーション
なしに淡 と々描いたドキュメンタリー。会場からは称賛
の声とともに、「ぜひ10年後、20年後の同じ村を撮っ
てほしい」という要望が寄せられた。

「時事教養」部門の作品
日韓中テレビ制作者フォーラム

2015.10.28wed-31sat
に参加して

飯田みか

テ
ー
マ
は

「ア
ジ
ア
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
」

　
第
15
回
「
日
韓
中
テ
レ
ビ
制
作
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
開
催
地
は
韓
国
第
２
の
都

市
・
釜プ

山サ
ン
、
会
場
と
宿
泊
は
老
舗
の
海ヘ

雲ウ
ン
台デ

グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
で
す
。

　
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
す
る
の
は
３
回
目
で
す
。
過

去
２
回
（
慶
州
・
横
浜
）
で
は
、
歴
史
的
・
政
治
的
事
情

を
背
景
に
し
た
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
や
り
と
り
や
、
小

さ
な
表
現
が
引
き
起
こ
し
た
感
情
的
な
ト
ラ
ブ
ル
を
目
に

し
ま
し
た
。
昨
年
は
日
本
ド
ラ
マ
の
中
の
戦
争
を
め
ぐ
る

セ
リ
フ
が
も
と
で
、
最
終
日
の
記
念
撮
影
に
中
国
勢
が
参

加
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
は
、
記
念
撮
影
が
２
日
目
の

昼
食
前
、
つ
ま
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
ま
っ
て
す
ぐ
と
な
っ

て
い
る
こ
と
に
思
わ
ず
苦
笑
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
よ
う

な
配
慮
は
不
要
な
ほ
ど
、
平
穏
で
前
向
き
な
雰
囲
気
に
終

始
し
ま
し
た
。

　
３
泊
４
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
メ
イ
ン
は
、
番
組
の
鑑

賞
と
質
疑
応
答
で
す
。
各
国
が
そ
れ
ぞ
れ
ド
ラ
マ
・
時
事

教
養
・
芸
能
の
各
部
門
に
、
１
本
ず
つ
番
組
を
出
品
し
ま

す
。
全
９
本
の
番
組
を
全
員
で
見
る
の
で
す
が
、
１
本
ず

つ
の
上
映
後
に
、
そ
の
制
作
者
が
登
壇
し
て
短
く
話
を
し

ま
す
。
そ
の
後
、
参
加
者
が
感
想
を
述
べ
た
り
制
作
者
に

質
問
し
た
り
す
る
の
で
す
。

　
日
本
の
出
品
作
は
、
ド
ラ
マ
部
門
が
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
の

「
お
や
じ
の
背
中
ー
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ・マ
ッ
チ
」（
登
壇
者

＝
八
木
康
夫
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）、
時
事
教
養
部
門
が
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の「
見
え
ず
聞
こ
え
ず
と
も
」（
登
壇
者
＝
伊
集
院
要よ
う

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）、
芸
能
部
門
が
テ
レ
ビ
朝
日
の
「
し
く

写真【上】ホテル眼前に広がる浜辺で　【下】①閉会式で。撮影者でトロフィ授与が見えません（笑）  ②フォーラム「国際共同制作の現状」。実
績ある元 NHK の田村文孝氏（左から２番目）の発言が光りました　③韓定食。右端は八木康夫氏　④「しくじり先生」制作秘話に皆、興味津々

① ② ③ ④

じ
り
先
生
ー
俺
み
た
い
に
な
る
な
（
浅
田
舞
の
回
）」（
登

壇
者
＝
冨と
み
澤ざ
わ

有ゆ
う
人と

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）で
し
た
。
ど
の
番

組
も
好
評
で
し
た
が
、
特
に
「
し
く
じ
り
先
生
」
の
あ
と

で
語
ら
れ
た
、
難
し
い
出
演
交
渉
や
て
い
ね
い
な
制
作
態

勢
な
ど
に
関
心
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
２
日
目
に
司
会
を
務
め
た
イ
・
ド
ン
ギ
ュ
氏
（
Ｓ
Ｂ
Ｓ

芸
能
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）
が
、
テ
ー
マ
へ
の
期
待
を
込
め

て
「
ア
ジ
ア
の
情
緒

0

0

は
共
通
す
る
」
と
語
っ
た
の
が
印
象

的
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
ア
ジ
ア
ン
・

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
可
能
性
」
で
し
た
。
第
14
回
ま
で
の
テ

ー
マ
に
「
家
族
」「
暮
ら
し
」「
歴
史
」「
旅
」
な
ど
、
人
間

を
感
じ
さ
せ
る
言
葉
が
入
っ
て
い
た
の
と
は
趣
が
違
い
ま

す
。
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
と
い
う
言
葉
か
ら
連
想
さ
れ
る
よ
う

に
、
全
体
的
に
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
高
い
関
心
が
う
か
が
わ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、「
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
の
ハ
ブ
都
市
」
を
自

認
す
る
釜
山
市
が
全
面
支
援
し
、
主
催
者
に
Ｂ
Ｃ
Ｍ
（
釜

山
コ
ン
テ
ン
ツ
マ
ー
ケ
ッ
ト
組
織
委
員
会
）
が
名
を
連
ね
、

付
帯
行
事
と
し
て
ピ
ッ
チ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
公
開
企
画

提
案
会
議
）
が
並
行
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
中
国
の
ド
ラ
マ
「
武
神

趙
子
龍
」
が
日
韓
を
強
く
意
識
し
て
作
ら
れ
て
い
た
こ
と

も
示
唆
的
で
し
た
。「
韓
国
で
も
日
本
で
も
フ
ァ
ン
が
多
い

と
聞
い
た
」（
程
力
棟
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）
と
い
う
『
三
国

志
』
の
趙
雲
が
主
人
公
で
、
韓
国
の
俳
優
も
起
用
し
、
豪

華
な
セ
ッ
ト
に
衣
装
、
３
Ｄ
に
ワ
イ
ヤ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
も

盛
り
だ
く
さ
ん
の
、
全
60
話
の
大
作
で
す
（
見
た
の
は
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
な
の
で
ス
ト
ー
リ
ー
は
ま
っ
た
く
わ
か
ら
ず
、

コ
マ
回
り
の
速
さ
に
目
が
回
り
そ
う
で
し
た
が
）。

こ
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
な
ら
見
て
み
た
い
！

　
と
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番
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語
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こ
れ

は
、
フ
ォ
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ト
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る
」
と
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言
葉
が
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特
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国
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よ
く
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し
た
。
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介
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。
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揺
れ
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プ
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・
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フ
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、
一
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た
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を
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を
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で
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が
、
入
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に
挑
む
若
者
た
ち
の
背
景
と
喜
怒
哀
楽
を
カ
メ

ラ
は
追
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ま
し
た
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番
組
そ
の
も
の
に
も
感
動
し
た
の
で
す
が
、
も
う
ひ
と

つ
印
象
に
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っ
た
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が
あ
り
ま
し
た
。
そ
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は
、
ラ
ス

ト
の
画
面
に
「
青
春
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と
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う
文
字
が
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た
こ
と
で
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。
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グ
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を
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る
と
、
中
国
語
の
タ
イ
ト
ル
に
も
「
青
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が
入
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て
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ま
す
。
文
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が
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、
簡
体
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と

別
の
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選
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だ
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か
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で
、「
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と
い
う
言
葉
が
共
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る
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と
が
、
や
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に
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く
思
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ま
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。
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無
事
に
終
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が
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お
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に
も
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た
、
有
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な
４
日
間
で
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。
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会
式
の
後
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が
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世
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に
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ま
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た
。
ギ
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ッ
ク
に
も

載
っ
て
い
る
と
い
う
世
界
最
大
の
デ
パ
ー
ト
で
す
。
そ
の

隣
に
は
「
映
画
の
殿
堂
」
が
あ
り
ま
し
た
。
国
際
映
画
祭

の
会
場
で
す
が
、
前
衛
芸
術
的
な
巨
大
建
築
に
は
目
を
見

張
り
ま
し
た
。
２
つ
の
建
物
の
「
先
進
性
・
商
業
性
」
は
、

釜
山
と
い
う
都
市
を
象
徴
し
、
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
雰

囲
気
と
も
リ
ン
ク
し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

　
毎
回
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
て
は
、
主
催
者
も
参
加
者
も

疲
弊
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
で
す
が
、
日
韓
中
の
制
作
者

が
率
直
に
意
見
交
換
を
す
る
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
ト

ラ
ブ
ル
を
積
み
重
ね
、
そ
れ
を
次
の
世
代
に
語
り
継
い
で

い
く
こ
と
に
も
大
き
な
意
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が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
平
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で
前
向
き
な
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と
、
ト
ラ
ブ
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で
ハ
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す
る
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と
、
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だ
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